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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月

売上高 (千円) 7,068,6447,298,0557,757,1548,599,9808,539,113

経常利益 (千円) 1,526,5621,594,9211,655,8061,853,7062,154,965

当期純利益 (千円) 910,388 978,250 962,9981,098,8831,379,374

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,227,0001,227,0001,227,0001,227,0001,227,000

発行済株式総数 (千株) 12,154 12,154 12,154 12,154 12,154

純資産額 (千円) 14,681,53615,549,70816,218,01915,942,83316,560,500

総資産額 (千円) 18,096,67319,645,59620,686,68719,496,39019,893,433

１株当たり純資産額 (円) 1,234.201,324.431,386.331,362.921,386.27

１株当たり配当額
(内１株当たり
中間配当額)

(円)
(円)

30.00
(14.00)

32.00
(15.00)

52.00
(16.00)

52.00
(17.50)

64.00
(26.00)

１株当たり
当期純利益金額

(円) 71.86 78.54 82.32 93.94 117.72

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益金額

(円) ― ― ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 81.1 79.2 78.3 81.7 83.2

自己資本利益率 (％) 6.3 6.5 6.0 6.8 8.4

株価収益率 (倍) 21.9 25.2 37.6 27.2 14.3

配当性向 (％) 41.7 40.7 63.2 55.4 54.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,405,5431,483,9021,158,191820,9052,188,694

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △256,391△318,347△1,292,884△848,418△726,372

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △521,101△629,146△387,071△627,984△315,844

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 5,020,1645,556,5735,034,8084,379,3105,525,788

従業員数 (名) 134 135 143 144 148

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。
２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
３　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載をしてお
りません。

４　当社は子会社および関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益を記載しておりません。
５　平成17年３月期の１株当たり配当額30円には、記念配当２円を含んでおります。

６　純資産額の算定にあたり、平成19年３月期から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第５号）および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適

用指針第８号）を適用しております。

７　平成19年３月期の１株当たり配当額52円には、会社創立90周年記念配当20円を含んでおります。

８　平成21年３月期の１株当たり配当額64円には、特別配当４円を含んでおります。
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２ 【沿革】

当社は、大正６年２月医薬品の製造販売を目的として設立され、活性乳酸菌・糖化菌製剤“ビオフェルミ

ン”の製造を始めました。また、その販売は株式会社武田長兵衛商店(現在の武田薬品工業株式会社)に委託

しております。

爾来今日まで商号の変更はありましたが、主として乳酸菌製剤の製造販売を営み現在に至っております。

この間の経過の概要は次のとおりであります。

　

大正６年２月 神戸市中央区北長狭通５丁目に於て、資本金10万円にて株式会社神戸衛生実験所

として設立する。

大正８年５月 神戸市長田区二番町２丁目１番地に移転する。

昭和16年２月 東京に東京出張所を開設する。

昭和24年３月 株式会社神戸衛生実験所をビオフェルミン製薬株式会社と現商号に変更する。

昭和36年10月 株式を大阪証券取引所市場第２部に上場する。

　 (上場時　資本金 １億5,000万円)

昭和59年８月 東京出張所を東京営業所に名称変更する。

平成７年１月 阪神・淡路大震災により本社及び工場の倒壊等の大被害を受ける。

平成８年３月 本社を神戸市長田区二番町２丁目１番地より同三番町五丁目５番地に新築移転す

る。

平成８年３月 工場を神戸市長田区二番町２丁目１番地より神戸市西区井吹台東町七丁目３番４

に神戸工場として新築移転する。

平成11年４月 東京営業所を東京支店に呼称変更する。

平成15年９月 大阪証券取引所市場第２部より、大阪証券取引所市場第１部へ上場する。

平成19年11月 神戸工場に隣接する新工場用地に研究管理棟を新設する。

平成20年３月 大正製薬株式会社による株式公開買付により、同社の子会社となる。

平成20年４月 神戸工場のある事業領域を西神事業所と呼称変更する。
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３ 【事業の内容】

当社の企業集団は、当社と親会社（大正製薬株式会社）により構成されております。

当社の主な事業内容は、医薬品・医薬部外品・食品の製造並びに販売であり、親会社である大正製薬株式

会社の主な事業内容は医薬品・医薬部外品・食品等の研究開発、製造、販売であります。

　

当社製品は、主要株主でもある武田薬品工業株式会社を通じ、国内・海外に販売しております。

当社の事業系統図は次のとおりであります。
　

　

　

(注）１　親会社である大正製薬株式会社は、当社の発行済株式総数の54.8％（総議決権の55.8％）を所有しておりま

す。

２　当社の親会社である大正製薬株式会社との取引は現在のところ行っておりません。

　

４ 【関係会社の状況】
　

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有割合
又は被所有割合(％)

関係内容

(親会社)
大正製薬株式会社　(注)

東京都豊島区 29,804医薬品製造・販売業
被所有

55.8
─

(注) 有価証券報告書を提出しております。

　

５ 【従業員の状況】
(1) 提出会社の状況

平成21年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

148 39.9 17.1 5,797

(注) １　従業員数は就業人員であります。
２　従業員数にはパートタイマーを含めておりません。

３　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

　

(2) 労働組合の状況

当社にはビオフェルミン製薬労働組合(組合員数　平成21年３月末現在105名)が組織されており、同組

合は現在全国繊維化学食品流通サービス一般労働組合同盟(ＵＩゼンセン同盟)に加盟しております。

なお、労使間の問題は、労使協議会により健全かつ円満に解決されております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】
(1) 業績
当事業年度のわが国経済は、米国に端を発した世界的金融危機が浸透しはじめ、景気の後退が本格化す
るとともに急激な株価下落や円高による企業収益の悪化が急速に広がり、前事業年度に比べて大幅な減
益や赤字に転ずる企業が続出するなど、バブル崩壊以来の厳しい状況のうちに推移致しました。 
　医薬品業界におきましては、昨年４月に5.2％の薬価引き下げが行われるとともに、ジェネリック医薬品
の使用促進など医療費抑制策の基調が続き、またOTC医薬品(一般用医薬品)市場におきましても、景気後
退による個人消費低迷の影響を受けるなど、一段と向かい風が強まる中で経過致しました。 
　このような状況のもと、当社乳酸菌の優秀性を地道に啓蒙し、販売の増加をはかるため、製品特性を活か
したプロモーション活動を実施致しましたが、医療用医薬品の市場構築は一層進みましたものの、景気悪
化の煽りを受け、新ビオフェルミンＳが前期に比べ　3.6％の減少となるなど、大衆向製品は苦戦を強いら
れました。 
　その結果、製品構成は新ビオフェルミンＳをはじめとして、ビオフェルミン止瀉薬、ビオフェルミン下痢
止め、ビオフェルミン健胃消化薬錠、ビオフェルミンＶＣ、さらには、昨年3月に新発売いたしました11歳
からのめる便秘薬ビオフェルミン便秘薬などの所謂大衆向製品が61.4％、新発売以降順調に売上げを伸
ばし、前期の28.1％増となったビオフェルミン錠剤をはじめ、ビオフェルミン、ビオフェルミンＲなどの
医療用製品が35.8％、そのほか、健康食品製造用の乳酸菌製品や動物用ビオフェルミンなどがあります。 
　これら全体の売上高合計は、特殊需要のあった前事業年度実績には及ばなかったものの、前事業年度に
比べ0.7％減の85億3千9百万円となり、当初予測しておりました83億円をクリアすることができました。 
　利益につきましては、原材料費の高騰や一昨年秋に完成した研究管理棟の減価償却費などの諸経費が増
加致しましたが、従来にも増して経費節減に努めました結果、経常利益は前事業年度に比べ16.3％増の21
億５千４百万円、当期純利益は金融商品取引法の規定に基づく特別利益の計上もあり、結果として前事業
年度に比べ25.5％(2億8千万円)増の13億７千９百万円をあげることができました。 

　

(2) キャッシュ・フローの状況
当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資産の取得や株主配
当金の支払いによる支出が多かったものの、税引前当期純利益が22億３千５百万円（前事業年度は18億
８千万円）と好調であり、売上債権の回収による収入の増加や売出しによる自己株式の処分による収入
があったこと等により、11億４千６百万円増加し、当事業年度末は55億２千５百万円となりました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)
当事業年度における営業活動による資金の増加は、21億８千８百万円（前事業年度は８億２千万円の
増加）となりました。 
　これは、営業収益の向上に取り組み、税引前当期純利益が22億３千５百万円と好調であり、売上債権の回
収による収入の増加があったものの、たな卸資産や法人税等の支払額の増加等があったことによるもの
であります。 
　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)
当事業年度における投資活動による資金の減少は、７億２千６百万円（前事業年度は８億４千８百万
円の減少）となりました。 
　これは、定期預金の預入による支出が21億円であったのに対し、定期預金の払戻による収入が19億円で
あったこと、また、機械設備の導入等に着手したこと等による投資に関連した有形固定資産の取得によっ
て５億１千８百万円の支出（前事業年度は13億８千９百万円の支出）があったことを反映したものであ
ります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)
当事業年度における財務活動による資金の減少は、３億１千５百万円（前事業年度は６億２千７百万
円の減少）となりました。 
　これは、取締役会決議による配当金並びに中間配当金の支払が７億６百万円あったものの、売出しによ
る自己株式の処分等による自己株式の売却による収入が３億９千４百万円あったことによるものであり
ます。 
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

　

種別

当事業年度
(平成20年４月１日～平成21年３月31日)

前年同期比(％)
生産金額(千円)

新ビオフェルミンＳ 4,996,897 △0.2

ビオフェルミン止瀉薬 150,111 30.1

ビオフェルミン下痢止め 149,071 24.2

ビオフェルミン健胃消化薬錠 46,518 △19.2

ビオフェルミンＶＣ 91,268 19.7

ビオフェルミン便秘薬 48,630 △24.5

ビオフェルミンＲ 1,062,871 △3.5

ビオフェルミン 1,305,065 1.6

ビオフェルミン錠剤 811,831 44.3

ビオスミン 22,968 3.3

健康食品 219,293 41.7

動物用ビオフェルミン 22,464 △23.8

合計 8,926,990 3.7

(注) １　生産実績金額の算定基準は当社の販売価格によっております。

２　上表の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　ビオフェルミン下痢止め及びビオフェルミン錠剤は、株式会社陽進堂に生産を委託しており

ます。

　

　

(2) 受注実績

当社は製品ごとの販売計画を基準として、生産計画を立案し、これによって生産を行っており、

受注生産は行っておりません。
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(3) 販売実績

　

種別

当事業年度
平成20年４月１日～平成21年３月31日

前年同期比(％)
販売金額(千円)

新ビオフェルミンＳ 4,814,503 △3.6

ビオフェルミン止瀉薬 125,997 △4.4

ビオフェルミン下痢止め 141,545 5.5

ビオフェルミン健胃消化薬錠 47,828 △6.2

ビオフェルミンＶＣ 89,204 △6.5

ビオフェルミン便秘薬 23,947 △56.4

ビオフェルミンＲ 954,688 △4.0

ビオフェルミン 1,306,382 △0.1

ビオフェルミン錠剤 777,339 28.1

ビオスミン 22,615 △6.6

健康食品 211,613 29.8

動物用ビオフェルミン 25,272 △15.5

その他 △1,825 ─

合計 8,539,113 △0.7

(注) １　上記「その他」は、平成20年３月末で製造販売を中止したビオピコ錠の販売実績であり、

当事業年度においては返品のみが発生しておりますので、販売高がマイナスとなっており

ます。

２　主な販売先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次の通りであります。

相手先

第122期 第123期

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

武田薬品工業㈱ 8,407,03997.768,302,22897.22

　
３　上記販売実績の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３ 【対処すべき課題】

　今後の日本経済は、当分の間不況が拡大し、これまで経験したことのない状況で推移するものと思われ

ます。 

　医薬品業界は、少子高齢化に伴う社会保障財源の悪化が深刻化する中で、将来にわたって医療費抑制策が

継続的に強化されることは避けられず、また、景気減速感とあいまっての受診率の低下など、引き続き難し

い局面が予想されます。 

　当社を取り巻く経営環境につきましては、本年６月から実施されるOTC医薬品の販売制度全般の見直しな

ど、大きな変革期を迎えますが、販路の拡大は望めず、小売り業界の価格競争の激化による値崩れなど不確

定な要素が多く、また、減価償却並びに原材料をはじめとする諸材料の価格上昇による製造コストの増加

など、販売・利益面に大きな影響が懸念されます。 

　このような先行き不透明な状況が想定されますが、当社と致しましては一層の合理化を推進し、経営体質

の強化と経営の効率化に努めるとともに、消費者の安全に対する意識が高まる昨今、生命関連企業として

の責任を深く自覚し、法令やルールの遵守、高い倫理観に基づく行動はもちろん、品質保証体制を一段と強

化し、経営全般にわたり改革を推しすすめる所存でございます。 

　また、新たに稼働致しております神戸研究所において新規需要の創造と付加価値の創出をめざし、当社の

特長である乳酸菌を中心に「腸は健康の源」を基本理念としたセルフメディケーション（自己治療）や

セルフプリベンション（自己予防）に対応する製品のほか、多方面への有用性を解明するなかで、新たな

分野の製品も視野に含め、研究開発に注力致す所存でございます。 

　さらには、生産の合理化・省力化並びに品質向上をはかるため、引き続き工場設備の改造を実施致してま

いります。 

　一方、各製品の優位性を従前にもまして訴求することで、これまで培ってまいりましたビオフェルミンブ

ランドを継続的に高め、人々の健康増進に寄与するという目的に沿った市場構築を着実に進め、売上げの

拡大をはかってまいります。 

　なお、ご高承のとおり、当社は昨年３月19日付をもって大正製薬株式会社の連結子会社となりましたが、

当社は従来通り武田薬品工業株式会社との販売体制での継続的な取引関係に配慮しつつ、新たな協力関係

を通じてシナジー効果を高め、中長期的な観点からより一層の企業価値の増大に努める所存でございま

す。 

　

４ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を

及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

　

１　当社の事業内容について

(1) 製品の特徴について

当社の主な取扱い製品は、医薬品（医療用・一般用）と医薬部外品であり、その大部分が乳酸菌が主

成分の整腸薬であります。また整腸剤のほかにも一般用医薬品では乳酸菌を配合した下痢止薬、便秘

薬、胃腸薬など消化器官系に特化した製品構成となっております。

なお、当社製品は（医薬品、医薬部外品ともに）戦略として生菌製剤(乳酸菌)に特化した製品構成と

しておりますので、乳酸菌に対する評価の変化により、業績に影響が出る可能性があります。

また、当社の売上高の60％程度が一般大衆向製品（医薬品・医薬部外品）であるため、市場における

価格競争の激化により販売価格が著しく下落した場合には、売上高に少なからず影響を与える可能性

もあります。
　

(2) 武田薬品工業株式会社への販売依存度が高いことについて

当社は、創業時より販売を武田薬品工業株式会社に委託する契約を締結しており、同社に対する販売

依存度は高くなっております。

当社としては、今後も武田薬品工業株式会社との取引関係を継続していく方針でありますが、同社と

の契約・取引内容等に変化が生じた場合において、業績に影響を及ぼす可能性があります。

なお、平成20年３月期及び平成21年３月期の同社への販売依存度は下記のとおりであります。

相手先
平成20年３月期 平成21年３月期

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

武田薬品工業㈱ 8,407,039 97.76 8,302,228 97.22

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２　法的規制について

当社は、薬事法及び関連法規等により医薬品・医薬部外品の製造・販売につき規制を受けており、各種

許認可、免許の取得を必要とします。

その主な内容は以下のとおりであります。

許認可等の名称 所轄官庁等 許可・免許に関する内容 有効期限

第２種医薬品製造販売業許可
（みなし）

都道府県知事 薬事法第12条 各事業所５年ごと更新

医薬部外品製造販売業許可
（みなし）

都道府県知事 薬事法第12条 各事業所５年ごと更新

動物用医薬品製造販売業許可
（みなし）

都道府県知事 薬事法第12条 各事業所５年ごと更新

医薬品製造業許可 都道府県知事 薬事法第13条 各事業所５年ごと更新

医薬部外品製造業許可 都道府県知事 薬事法第13条 各事業所５年ごと更新

動物用医薬品製造業許可 都道府県知事
薬事法第13条
(第83条の2）

各事業所５年ごと更新

卸売一般販売業
(サンプル卸)許可

都道府県知事 薬事法第24条 各店舗
(注)
６年ごと更新

　(注)　卸売一般販売業の店舗とは、医薬品の保管設備(倉庫)及び事務室を総称したものであります。

　

３　医療制度改革による影響について

国民医療費は年々増加しており、特に高齢化が進行するわが国では老人医療費の伸びが大きくなって

きています。厚生労働省は、増え続ける医療費に歯止めをかけるため、勤務医対策への財源の必要性から

本年度は診療報酬改定はプラス改定でありましたが、2008年４月より医療費適正化計画第１期が始まっ

ており、医療費削減のための具体的な目標、手順が定められ、医療費抑制策を強化していく方針が示され

ています。

今後も実施される医療費抑制策の一環としての定期的な薬価引き下げはもとより、後発医薬品の使用

促進や後期高齢者医療制度をはじめとする医療制度改革等、今後の動向が業界全体に大きな影響を与え

る可能性があります。

さらに医療用医薬品の生菌製剤については、処方せんの交付を受けた者のみに対して販売または授与

できる処方せん医薬品に指定されていないことから、今後の動向が当社製品及び業績へ大きな影響を及

ぼす可能性があります。

　

４　医薬品販売規制緩和による影響について

政府が進める規制緩和政策の一つとして消費者の利便性を配慮し、一般用医薬品のうち安全性の高い

品目が選定され、コンビニエンスストア等一般小売店での販売が平成16年７月30日から実施されており

ます。当社の主力製品である新ビオフェルミンＳはこの対象となっておりますが、これまで品質確保や情

報提供の必要性の観点から、従来の薬局薬店のみでの販売を継続しております。一方で同種品を有する他

メーカーの一部は販路拡大による市場拡大を見込み、一般小売店での販売を展開しております。

また、医薬品のリスク等の程度に応じた医薬品販売制度を含む改正薬事法が、平成21年６月１日に施行

されております。今後、医薬品の販売に薬剤師以外の専門家（登録販売者）が関与できることとなり、一

般小売店での販売が一層促進され、薬局薬店、一般小売店間での販売競争が生じることが想定されます。

この販売制度見直し政策の動向が当社製品および業績へ大きな影響を及ぼす可能性があります。

　

５　薬事法による医薬品の再評価について

生菌製剤は、過去１回再評価(注)の対象品目に指定され、有用性に関する審査を受け、現在に至ってい

ます。今後も再評価を受けることが考えられるため、生菌製剤に関する品質・有効性及び安全性に関する

情報の整理を行うなど対策を検討しております。

生菌製剤に関する品質・有効性及び安全性に関する基準が変更されることも考えられ、その場合には

当社製品及び業績に影響を及ぼす可能性もあります。
　

(注)　再評価

　既に承認された医薬品について、現時点における学問的水準から品質・有効性及び安全性を見直す制度で、国

(厚生労働省)が審査を行います。
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６　主要株主について

大正製薬株式会社(東証一部、コード4535)が平成20年2月13日から平成20年3月11日までの間に行った

当社普通株式に対する公開買付けにより、平成20年3月19日付で同社が当社の親会社となりました。

大正製薬株式会社は平成21年3月31日現在で当社株式の54.8％（議決権比率55.8％）を所有しており

ます。

このため、大正製薬株式会社の経営方針等により、当社の経営、業績・財政状態および株価等は影響を

受ける可能性があります。

なお、現在のところ、同社との間に取引関係はございません。

大正製薬株式会社の最近の連結業績等は下表のとおりであります。詳細については、同社有価証券報告

書等をご覧下さい。

　
売上高
(百万円)

経常利益
(百万円)

当期純利益
(百万円)

期末純資産
(百万円)

期末総資産
(百万円)

平成19年３月期 242,071 24,926 15,420 547,486631,929

平成20年３月期 249,655 41,896 25,004 548,650627,224

平成21年３月期 256,213 39,902 8,815 514,511591,568

　

５ 【経営上の重要な契約等】

当社は創業時より、販売は武田薬品工業株式会社を通じて行う旨の契約を締結して、現在に至っておりま

す。

　

６ 【研究開発活動】

当社は研究部門を設置し、乳酸菌の専門メーカーとして医薬品分野を中心に研究活動を行っております。

人々の健康のためによりよい医薬品を供給することを目的に、有用乳酸菌のさまざまな疾患に対する予

防・治療効果の研究および製品への応用、乳酸菌製剤等の消化器官用医薬品を主体とした研究開発並びに

乳酸菌の有効性を追及する基礎研究を行うとともに、製品の品質・生産性を向上するための技術開発にも

取り組んでおります。

当事業年度におきましても乳酸菌の有する効果について、多方面への研究を進めており、当事業年度にお

ける研究開発費の総額は291,622千円であります。
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７ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 財政状態の分析

(流動資産)

当事業年度末における流動資産の残高は、107億９千４百万円（前年同期比10億６千４百万円増）とな

りました。

　その主な要因は、売掛金の回収や売出しによる自己株式の処分等に伴う現金及び預金の増加（52億７千

９百万円から66億２千５百万円へ13億４千６百万円の増）があったこと等によるものであります。

　

(固定資産)

当事業年度末における固定資産の残高は、90億９千８百万円（前年同期比６億６千７百万円減）とな

りました。

　その主な要因は、有形固定資産の取得による増加（73億７千１百万円から74億５千３百万円へ８千１百

万円増）や当社保有株式の時価が減少(23億７千１百万円から16億１千７百万円へ７億５千３百万円減)

したこと等によるものであります。 

　

(負債)

当事業年度末における負債合計の残高は、33億３千２百万円（前年同期比２億２千万円減）となりま

した。

　その主な要因は、未払法人税等の増加（４億５千１百万円から５億５千５百万円へ１億４百万円増）が

あったものの、その他有価証券の評価差額に係る繰延税金負債の減少等により繰延税金負債が減少した

こと（12億２千１百万円から９億９百万円へ３億１千１百万円減）等によるものであります。 

　

(純資産)

当事業年度末における純資産の残高は、165億６千万円（前年同期比６億１千７百万円増）となりまし

た。

　その主な要因は、別途積立金の積み増しによる増加（５億円）や売出しによる自己株式の処分により自

己株式の簿価が減少（６億８千５百万円から３億１千２百万円へ３億７千２百万円減）したこと、その

他有価証券の評価差額金が減少したこと（10億７千５百万円から６億３千万円へ４億４千４百万円減）

等によるものであります。 

　

　

(2) 経営成績

「１　業績等の概要 (1) 業績　(2) キャッシュ・フローの状況」を参照願います。
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第３ 【設備の状況】

１ 【設備投資等の概要】

経営全般にわたり効率化をはかり、業績の向上をはかるために必要な設備投資を実施しております。

当事業年度における設備投資の総額は６億２千７百万円であります。その内訳は、主として一昨年11月の

研究管理棟竣工により、既存棟を生産専用棟として改造並びに機械設備の導入を着手したことなどによる

投資であります。

　なお、所要資金につきましては、自己資金に加え、本年3月に売出しによる自己株式の処分22万株および

オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当による自己株式の処分3万株により調達した

合計３億９千３百万円の資金でまかないました。
　

２ 【主要な設備の状況】

平成21年３月31日現在

区分
事業所名
(所在地)

従業員数
(人)

土地
帳簿価額
(千円)
(面積 ㎡)

建物
帳簿価額
(千円)

機械装置
帳簿価額
(千円)

車両運搬具
帳簿価額
(千円)

工具器具備品
帳簿価額
(千円)

合計
(千円)

生産設備
神戸工場
(神戸市西区)

40
1,802,015
(12,998)

892,495603,554 624 3,5043,302,194

研究設備他
研究管理棟
(神戸市西区)

54
1,441,885
(14,237)

1,968,309 ─ ─ 87,3093,497,504

管理販売
設備

本社
(神戸市長田区)

35
2,010
(416)

192,563 ─ ─ 8,688 203,262

東京支店
(東京都中央区)

19 ― 377 ─ ─ 18 396

寮・社宅他
(神戸市長田区他)

─
7,837
(2,015)

32,691 ─ ─ ─ 40,529

(注) １　建物には、構築物 114,727千円を含めております。

２　上表の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　東京支店は、平成21年４月１日付で「東日本支店」と名称変更しております。

　

３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等
　

設備名
予算金額
(千円)

既支払額
(千円)

今後の
所要資金
(千円)

着手年月
完成予定
年月

完成後の
生産能力

充填包装ライン新設 910,000299,820610,180
平成20年
　８月

平成21年
　８月

生産能力の増加・効率化

タンパーシール機 42,600 ─ 42,600
平成21年
　３月

平成21年
　６月

老朽化による更新

流動造粒乾燥機用空調機 12,037 ─ 12,037
平成20年
　12月

平成21年
　５月

老朽化による更新

計 964,637299,820664,817― ― ―

(注) １　上表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　今後の所要資金につきましては、全額自己資金及び自己株式の処分による取得資金にてまかなう予定でありま

す。

　

(2) 重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成21年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年６月25日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,154,00012,154,000
大阪証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株で
あります。

計 12,154,00012,154,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成15年12月11日
(注)

1,000,00012,154,000720,0001,227,000720,000734,457
　

(注) 有償一般募集増資 　発行価格 　1,520円　発行価額 　1,440円　資本組入額 　720円
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(5) 【所有者別状況】

平成21年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数100株)

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

0 4 10 47 1 0 3,4083,470 ―

所有株式数
(単元)

0 1,515 91 80,683 1 0 39,062121,35218,800

所有株式数
の割合(％)

0.00 1.25 0.07 66.49 0.00 0.00 32.19 100 ―

(注) １　自己株式 207,951株は、「個人その他」に2,079単元、「単元未満株式の状況」の欄に51株含めて記載しており

ます。なお、期末日現在の実質的な所有株式数は、207,951株であります。

２　上記、「その他の法人」および「単元未満株式の状況」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1単元およ

び50株含まれております。

　

(6) 【大株主の状況】

平成21年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

大正製薬株式会社 東京都豊島区高田３丁目24番１号 6,659 54.8

武田薬品工業株式会社 大阪市中央区道修町４丁目１番１号 1,216 10.0

寺　谷　一　憲 兵庫県芦屋市 171 1.4

細　見　ユ　キ　子 神戸市中央区 162 1.3

高　津　久　美　子 東京都渋谷区 147 1.2

大　西　章　史 兵庫県西宮市 121 1.0

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 94 0.8

ビオフェルミン製薬従業員 
持株会

神戸市長田区三番町５丁目５番地 83 0.7

寺　谷　朝　子 神戸市兵庫区 66 0.5

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２丁目４番６号 50 0.4

計 ― 8,774 72.2

(注)　平成21年３月31日現在で当社が所有している自己株式は207千株で、実質上３位にあたりますが、上記の表には含

めておりません。

なお、所有している自己株式の発行済株式総数に対する割合は、1.7％であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 207,900

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,927,300 119,273 ―

単元未満株式 普通株式 18,800 ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,154,000 ― ―

総株主の議決権 ― 119,273 ―

(注) １　「単元未満株式」の欄の普通株式には当社所有の自己株式51株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権1個)含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　
ビオフェルミン製薬
株式会社

神戸市長田区三番町
五丁目５番地

207,900 ― 207,900 1.7

計 ― 207,900 ― 207,900 1.7

　

(8) 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】
　

　 　
【株式の種類等】 会社法第155条第７号による普通株式の取得

　

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

　

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　

会社法第155条第７号による取得

区分 株式数(株) 価額の総額(千円)

当事業年度における取得自己株式 1,714 3,367

当期間における取得自己株式 60 101

（注）当期間における取得自己株式には、平成21年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

による株式は含めておりません。

　

　

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　

区分

当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額
(千円)

株式数(株)
処分価額の総額
(千円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式　（注）１

250,000 393,650 ─ ─

消却の処分を行った取得自己株式 ─ ─ ─ ─

合併、株式交換、会社分割に係る
移転を行った取得自己株式

─ ─ ─ ─

その他(単元未満株式の買増請求に
よる売渡)

235 480 ─ ─

保有自己株式数　（注）２ 207,951 ─ 208,011 ─

　 (注）１　平成21年２月26日開催の取締役会決議により、売出しによる自己株式の処分250千株を行いました。

２　当期間における保有自己株式数には、平成21年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満 

株式の買取および買増による株式は含めておりません。
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３ 【配当政策】

当社は、会社法第459条の定めに基づき、剰余金の配当等を行う決定機関を取締役会とする旨を定款に定

めており、剰余金の配当等については取締役会で決議しております。 

当社の剰余金の配当につきましては、中間配当および期末配当の年２回、安定的に配当することを基本姿

勢とし、配当性向55％をめどとして、各事業年度の業績を勘案したうえで決定致します。 

当事業年度におきましては、売上高が前事業年度に比べ0.7％の減少となったものの、金融商品取引法第

164条に基づく当社株式の短期売買を行った主要株主へ利益返還金を請求したことによる８千万円の特別

利益があったこと等により、当期純利益が前事業年度に比べ25.5％の増加となった業績を勘案し、1株当た

り普通配当金34円に特別利益４円を加えまして、あわせて１株当たり38円とすることを平成21年5月14日開

催の取締役会で決議しております。 

なお、当社は、平成20年12月10日を効力発生日として1株当たり26円の中間配当を実施しておりますので、

当事業年度における配当額は1株当たり64円、配当性向は54.4％となります。 

また、内部留保金につきましては、企業体質を強化し、将来の収益向上と利益還元に寄与する原資として

活用していく予定であります。 

　

(注)基準日が当該事業年度に属する取締役会決議による剰余金の配当は、以下のとおりであります。

決議年月日 配当金の総額(千円) １株当たり配当額(円)

平成20年10月28日 304,116 26.00

平成21年5月14日 453,949 38.00

　

　

４ 【株価の推移】

(1) 【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

　

回次 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月

最高(円) 1,650 2,070 3,780 3,620 2,850

最低(円) 1,300 1,540 1,730 2,535 1,601

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

(2) 【最近６月間の月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年10月 11月 12月 平成21年１月 ２月 ３月

最高(円) 1,949 1,850 1,951 1,920 1,910 1,880

最低(円) 1,650 1,711 1,748 1,800 1,787 1,660

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

EDINET提出書類

ビオフェルミン製薬株式会社(E00960)

有価証券報告書

17/52



５ 【役員の状況】
　

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(千株)

取締役会長

代表取締役
　 大　西　章　史 昭和６年５月５日

昭和29年３月 当社入社

（注）２ 121

昭和56年６月 総務部長

昭和58年８月 取締役就任

昭和59年８月 常務取締役就任

昭和60年８月 代表取締役就任(現)

昭和61年８月 専務取締役就任

昭和62年８月 取締役社長就任

平成20年６月 取締役会長就任(現)

取締役社長

代表取締役
　 藤　本　孝　明 昭和28年２月27日

昭和50年４月 当社入社

(注）２ 4

平成11年４月 学術部次長

平成13年４月 学術部長

平成16年６月 取締役就任

平成17年４月 学術開発部長

平成19年６月 常務取締役就任

平成19年６月 神戸工場長

平成20年６月 取締役社長就任（現）

平成20年６月 代表取締役就任（現）

取締役副社長

代表取締役
　 和　気　秀　行 昭和17年８月30日

昭和36年４月 日本電興株式会社入社

(注）２ ─

昭和37年１月 同社退社

昭和37年１月 大正製薬株式会社入社

昭和62年４月 同社電算帳票部長

平成２年７月 同社情報システム部長

平成６年６月 同社理事、情報システム部長

平成８年６月 同社取締役に就任

平成13年６月 同社常務取締役に就任

平成19年６月 同社常勤監査役に就任

平成20年６月 同社顧問に就任（現）

平成20年６月 当社専務取締役就任

平成20年６月 当社代表取締役就任（現）

平成21年６月 当社取締役副社長就任（現）

取締役 総務部長 北　原　弘　雄 昭和16年10月11日

昭和35年３月 当社入社

（注）２ 33
昭和58年６月 総務部次長

昭和60年７月 総務部長(現)

昭和62年８月 取締役就任(現)

取締役 生産部長 寺　谷　一　憲 昭和22年７月26日

昭和45年４月 武田薬品工業株式会社入社

（注）２ 171

平成５年４月 同社退社

平成５年４月 当社入社

平成５年６月 社長室長

平成７年８月 取締役就任(現)

平成７年８月 製造部長

平成20年４月 生産部長（現）

取締役 神戸研究所長 山　村　秀　樹 昭和34年12月１日

平成９年４月 当社入社

（注）２ 2

平成11年４月 研究部次長

平成13年４月 研究部長

平成19年６月 取締役就任（現）

平成20年４月 神戸研究所長（現）

監査役

常勤
　 狭　間　泰　俊 昭和15年４月17日

昭和39年４月 当社入社

（注）３ 11

平成５年８月 東京営業所長

平成13年６月 営業本部長事務取扱

平成15年４月 営業本部長

平成16年６月 常勤監査役就任(現)
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(千株)

監査役 　 松　本　輝　臣 昭和12年３月３日

平成元年６月 株式会社大広取締役に就任

（注）３ 2

平成６年６月 同社常務取締役に就任

平成12年３月 同社代表取締役専務に就任

平成14年６月 同社代表取締役副社長に就任

平成15年６月 同社代表取締役副社長を退任

平成16年６月 当社監査役就任(現)

監査役 　 望　月　　　明 昭和15年12月９日

平成９年７月 大阪国税局調査第一部次長

（注）４

　

平成10年７月 神戸税務署長 　

平成11年７月 退官 　

平成11年８月 税理士業を開業（現） ─

平成15年６月 株式会社日阪製作所監査役に就任 　

平成18年６月 当社監査役就任（現） 　

計 345

(注) １　監査役　松本輝臣および望月明は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

２　取締役の任期は、平成21年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成22年３月期に係る定時株主総会終結の

時までの１年であります。

３　監査役　狭間泰俊および松本輝臣の任期は、平成20年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成24年３月期

に係る定時株主総会終結の時までの４年であります。

４　監査役　望月明の任期は、平成18年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成22年３月期に係る定時株主総

会終結の時までの４年であります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

①コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
コーポレート・ガバナンスは、製薬会社として心身ともに健康な長寿社会に貢献するとともに株主
の利益を重視した経営を行うためにも重要な要件であると考え、取締役制度及び監査役制度等の機能
を十分に発揮させる事により、適正なコーポレート・ガバナンスが実施できる体制を構築しておりま
す。

　

②会社の機関の内容

イ　取締役会
十分な議論のうえに迅速かつ柔軟に意思決定および経営判断できるよう必要最少人数での構成を
基本としており、現在は取締役６名で構成しております。
なお、当社の取締役は７名以内とする旨を定款で定めております。
また、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する
株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨および累積投票によらない旨を定款で定めてお
ります。
取締役会は毎月１回を原則として開催し、業績の進捗についても議論し、方針を決定しておりま
す。

　
ロ　監査役制度

当社では、従来の監査役制度を継続しております。
監査役は、取締役会に出席するとともに、定期的な業務監査等を実施することで積極的な情報収集
に努め、取締役の職務執行を十分に監視できる体制となっております。
現在は監査役３名（うち社外監査役２名）で構成しております。

　
ハ　監査室

当社では監査室を設置しており、随時必要な内部監査を実施しております。
また、社内の重要な会議への出席により情報の収集を行うほか、監査役や会計監査人との連携・協
調を図ることにより、相互に監査の質を向上させるよう努めております。

　
ニ　コンプライアンス委員会

当社ではコンプライアンス委員会を設置するとともに、コンプライアンス・プログラム規準を作
成し、社内における推進体制も適正に構築しております。
コンプライアンス委員会を必要に応じて開催するとともに、従業員に資料を配布するなど、社内に
おける推進活動にも取り組んでおります。

　

③社外取締役および社外監査役と当社との関係
イ　社外取締役

当社には社外取締役はおりません。
　

ロ　社外監査役
当社には社外監査役が２名おりますが、当社との関係は次のとおりであります。

氏名 人的関係 資本的関係 取引関係 その他の利害関係

松本輝臣 なし 当社株主 なし なし

望月　明 なし なし なし なし

　

④内部統制システムの整備の状況
当社は、会社法第362条第４項第６号に定める事項について、平成18年５月17日開催の取締役会にお
いて、「ビオフェルミン製薬株式会社内部統制システム」を決議し、その後必要に応じて改定を行って
おります。

　

⑤リスク管理体制の整備の状況
当社は、災害、情報管理、品質、環境、法令違反その他経営の過程で生じるリスクに対応するため、「危
機管理対策委員会規則」を定めおります。
　現実的な危機が発生した場合には、代表取締役の指名した者を委員長として、各部門長とその指名し
た者で構成された危機管理対策委員会において、対応策、再発防止策等を決定する体制をとっておりま
す。
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⑥会計監査の状況について
当社は太陽ＡＳＧ有限責任監査法人と監査契約を締結し、当期の監査証明に係る業務を執行した公
認会計士の氏名は井堂信純、柳　承煥、坂井浩史であります。監査業務に係る補助者は、公認会計士が２
名、会計士補が１名、その他が７名であります。

　

⑦役員報酬の内容
当事業年度における当社の取締役及び監査役に対する役員報酬は以下のとおりであります。

　 支給人員 支給額

取締役 ７名 190,690千円

監査役 ４名 19,850千円

（うち社外監査役） （３名） （8,825千円）

合計 11名 210,540千円

(注)　１　上記の取締役の支給人員には、平成20年６月26日開催の第122期定時株主総会終結の時をもって
任期満了により退任した取締役１名を含んでおります。

　　　２　上記の支給額には、平成20年６月26日開催の第122期定時株主総会決議に基づき当事業年度中に支払っ
た役員賞与60,000千円（取締役６名に対し55,000千円、監査役３名に対し5,000千円（うち社外監
査役２名に対し1,700千円））が含まれております。

　　　３　上記の支給額には、当事業年度に計上した役員退職慰労引当金繰入額16,810千円（取締役６名につき
15,760千円、監査役４名につき1,050千円（うち社外監査役３名につき525千円））が含まれてお
ります。 

　　　４　上記の支給額には、平成20年６月26日開催の第122期定時株主総会において決議され、当事業年度に支
払った退職慰労金（取締役１名に対し17,900千円）が含まれております。 

　　　５　上記の支給額には、社外監査役１名が当社親会社から受けた役員としての報酬の総額（42,750千円）
は含めておりません。 

　　　６　取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
　　　７　平成元年８月の定時株主総会において、取締役の報酬額は月額1,000万円以内（ただし、使用人分給与

は含まない。）と決議いただいております。 
　　　８　平成８年８月の定時株主総会において、監査役の報酬額は月額250万円以内と決議いただいておりま

す。 

　

⑧剰余金の配当等の決定機関
当社は株主の皆さまへ機動的な利益還元ができるようにするため、剰余金の配当等会社法第459条第
１項各号に定める事項については、法令に特段の定めがある場合を除き、株主総会の決議によらず、取
締役会決議によって定める旨を定款で定めております。

　

⑨株主総会の特別決議要件
当社は会社法第309条第２項に定める株主総会の決議は、議決権を行使することができる株主の議決
権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨を定款で定めて
おります。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営
を行うことを目的とするものであります。

　

(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分
前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

　 ─ ─ 18,000 2,000

計 ─ ─ 18,000 2,000

　

② 【その他重要な報酬の内容】
該当事項はありません。

　

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】
自己株式の処分および株式の売出しに関するコンフォートレター作成業務等についての対価を支
払っております。 

　

④ 【監査報酬の決定方針】
当社は、監査公認会計士等に対する報酬の額の決定に関する方針を定めてはおりませんが、監査日
数、当社の業務内容等を勘案し、監査法人との協議により監査報酬を決定しております。
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第５ 【経理の状況】

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以

下「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、第122期事業年度(平成19年４月１日から平成20年３月31日まで)は、改正前の財務諸表等規則に基

づき、第123期事業年度(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)は、改正後の財務諸表等規則に基づ

いて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第122期事業年度(平成19年４月１日から平

成20年３月31日まで)の財務諸表については、太陽ＡＳＧ監査法人により監査を受け、第123期事業年度(平

成20年４月１日から平成21年３月31日まで)の財務諸表については、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により監

査を受けております。

なお、太陽ＡＳＧ監査法人は、平成20年７月15日付をもって、法人組織を有限責任監査法人へ移行し、名称

を太陽ＡＳＧ有限責任監査法人に変更しております。

　

３　連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

該当事項はありません。

　

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２【財務諸表等】
(1)【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,279,310 6,625,788

売掛金 3,965,705 3,623,420

製品 114,123 177,467

原材料 64,720 －

仕掛品 55,463 94,220

貯蔵品 28,370 －

原材料及び貯蔵品 － 78,328

繰延税金資産 135,892 187,388

その他 86,096 7,828

流動資産合計 9,729,683 10,794,440

固定資産

有形固定資産

建物 5,483,460 5,484,837

減価償却累計額 △2,216,877 △2,513,128

建物（純額） 3,266,582 2,971,709

構築物 242,081 242,081

減価償却累計額 △104,705 △127,353

構築物（純額） 137,375 114,727

機械及び装置 4,154,523 4,273,208

減価償却累計額 △3,592,821 △3,669,654

機械及び装置（純額） 561,701 603,554

車両運搬具 5,710 5,710

減価償却累計額 △4,214 △5,085

車両運搬具（純額） 1,495 624

工具、器具及び備品 433,302 459,898

減価償却累計額 △321,533 △360,377

工具、器具及び備品（純額） 111,768 99,520

土地 3,253,750 3,253,750

建設仮勘定 39,220 409,638

有形固定資産合計 7,371,894 7,453,525

無形固定資産

特許権 1,539 1,143

商標権 5,954 4,549

ソフトウエア 1,513 8,414

その他 911 614

無形固定資産合計 9,919 14,721

投資その他の資産

投資有価証券 2,371,786 1,617,907

敷金 9,188 9,258

会員権 1,800 1,800

従業員に対する長期貸付金 1,980 1,780
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(単位：千円)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

その他 833 694

貸倒引当金 △694 △694

投資その他の資産合計 2,384,893 1,630,745

固定資産合計 9,766,707 9,098,992

資産合計 19,496,390 19,893,433

負債の部

流動負債

買掛金 46,552 41,576

未払金 1,057,182 1,037,635

未払法人税等 451,375 555,655

預り金 11,322 9,812

返品調整引当金 12,000 9,200

販売促進引当金 68,000 69,000

賞与引当金 176,890 178,712

役員賞与引当金 60,000 70,000

流動負債合計 1,883,323 1,971,592

固定負債

繰延税金負債 1,221,018 909,331

退職給付引当金 220,610 224,399

役員退職慰労引当金 228,605 227,608

固定負債合計 1,670,233 1,361,339

負債合計 3,553,557 3,332,932

純資産の部

株主資本

資本金 1,227,000 1,227,000

資本剰余金

資本準備金 734,457 734,457

その他資本剰余金 352 18,149

資本剰余金合計 734,810 752,607

利益剰余金

利益準備金 126,750 126,750

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 1,054,171 1,052,145

別途積立金 10,992,500 11,492,500

繰越利益剰余金 1,417,789 1,591,508

利益剰余金合計 13,591,210 14,262,903

自己株式 △685,739 △312,774

株主資本合計 14,867,281 15,929,737

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,075,551 630,763

評価・換算差額等合計 1,075,551 630,763

純資産合計 15,942,833 16,560,500

負債純資産合計 19,496,390 19,893,433
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②【損益計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

売上高 8,599,980 8,539,113

売上原価

製品期首たな卸高 155,782 114,123

当期製品製造原価 ※2
 2,368,710

※2
 2,592,101

合計 2,524,493 2,706,225

他勘定振替高 ※1
 8,048

※1
 3,158

製品期末たな卸高 114,123 177,467

売上原価合計 2,402,321 2,525,599

売上総利益 6,197,659 6,013,513

返品調整引当金繰入額 300 －

返品調整引当金戻入額 － 2,800

差引売上総利益 6,197,359 6,016,313

販売費及び一般管理費

販売促進費 245,888 257,170

販売促進引当金繰入額 68,000 69,000

発送費 32,536 54,815

広告宣伝費 2,680,996 2,450,033

役員報酬 95,160 115,830

給料及び手当 266,528 283,570

賞与引当金繰入額 66,807 67,716

役員賞与引当金繰入額 60,000 70,000

退職給付費用 11,733 8,885

役員退職慰労引当金繰入額 12,165 16,810

福利厚生費 48,379 50,123

事務費 58,169 70,520

減価償却費 21,162 24,608

研究開発費 ※2
 234,103

※2
 291,622

事業所税 1,522 1,537

その他 107,948 97,076

販売費及び一般管理費合計 4,011,103 3,929,319

営業利益 2,186,255 2,086,993

営業外収益

受取利息 8,048 9,324

有価証券利息 405 －

受取配当金 59,453 66,612

還付加算金 － 1,690

受取賃貸料 5,451 5,087

雑収入 7,449 4,094

営業外収益合計 80,808 86,809
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

営業外費用

寄付金 7,969 2,355

たな卸資産廃棄損 1,416 3,282

固定資産除却損 19,026 6,122

業務委託費 364,064 －

支払手数料 － 5,664

試験機器移設費用 17,680 －

雑損失 3,201 1,412

営業外費用合計 413,357 18,837

経常利益 1,853,706 2,154,965

特別利益

投資有価証券売却益 26,339 －

主要株主株式短期売買利益返還益 － ※3
 80,316

特別利益合計 26,339 80,316

税引前当期純利益 1,880,046 2,235,281

法人税、住民税及び事業税 770,000 910,000

法人税等調整額 11,162 △54,092

法人税等合計 781,162 855,907

当期純利益 1,098,883 1,379,374
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【製造原価明細書】

　

　 　
前事業年度

(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ　原材料費 　 　 933,61939.7 　 1,031,23439.1

Ⅱ　労務費 　 　 509,00021.6 　 543,39420.6

Ⅲ　経費 　 　 　 　 　 　 　

　１　減価償却費 　 383,210 　 　 383,275 　 　

　２　その他 　 521,466904,67638.5 672,9541,056,22940.1

　　　当期総製造費用 　 　 2,347,296100 　 2,630,858100

　　　仕掛品期首たな卸高 　 　 76,877 　 　 55,463 　

　　　　合計 　 　 2,424,174　 　 2,686,322　

　　　仕掛品期末たな卸高 　 　 55,463 　 　 94,220 　

　　　当期製品製造原価 　 　 2,368,710　 　 2,592,101　
　

(注)　前事業年度 当事業年度

１　原価計算の方法：総合原価計算であります。 １　原価計算の方法：同左

２　原価に算入した引当金は、賞与引当金89,685千円、

退職給付引当金15,071千円であります。

２　原価に算入した引当金は、賞与引当金93,578千

円、退職給付引当金11,866千円であります。
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,227,000 1,227,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,227,000 1,227,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 734,457 734,457

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 734,457 734,457

その他資本剰余金

前期末残高 168 352

当期変動額

自己株式の処分 184 17,797

当期変動額合計 184 17,797

当期末残高 352 18,149

資本剰余金合計

前期末残高 734,626 734,810

当期変動額

自己株式の処分 184 17,797

当期変動額合計 184 17,797

当期末残高 734,810 752,607

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 126,750 126,750

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 126,750 126,750

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金

前期末残高 1,056,291 1,054,171

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 △2,120 △2,025

当期変動額合計 △2,120 △2,025

当期末残高 1,054,171 1,052,145

別途積立金

前期末残高 10,592,500 10,992,500

当期変動額

別途積立金の積立 400,000 500,000

当期変動額合計 400,000 500,000

当期末残高 10,992,500 11,492,500

繰越利益剰余金

前期末残高 1,342,650 1,417,789

EDINET提出書類

ビオフェルミン製薬株式会社(E00960)

有価証券報告書

29/52



(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 2,120 2,025

別途積立金の積立 △400,000 △500,000

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

当期変動額合計 75,138 173,718

当期末残高 1,417,789 1,591,508

利益剰余金合計

前期末残高 13,118,192 13,591,210

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

当期変動額合計 473,018 671,693

当期末残高 13,591,210 14,262,903

自己株式

前期末残高 △682,318 △685,739

当期変動額

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 172 376,333

当期変動額合計 △3,421 372,965

当期末残高 △685,739 △312,774

株主資本合計

前期末残高 14,397,500 14,867,281

当期変動額

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 356 394,130

当期変動額合計 469,780 1,062,456

当期末残高 14,867,281 15,929,737

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 1,820,518 1,075,551

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△744,966 △444,788

当期変動額合計 △744,966 △444,788

当期末残高 1,075,551 630,763

評価・換算差額等合計

前期末残高 1,820,518 1,075,551

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△744,966 △444,788

当期変動額合計 △744,966 △444,788

当期末残高 1,075,551 630,763
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

純資産合計

前期末残高 16,218,019 15,942,833

当期変動額

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 356 394,130

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △744,966 △444,788

当期変動額合計 △275,185 617,667

当期末残高 15,942,833 16,560,500
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④【キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,880,046 2,235,281

減価償却費 476,982 543,894

返品調整引当金の増減額（△は減少） 300 △2,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,863 1,822

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 10,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △447 3,789

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,256 △996

その他の引当金の増減額（△は減少） 6,000 1,000

受取利息及び受取配当金 △67,907 △75,937

受取賃貸料 △5,451 △5,087

固定資産除却損 19,026 6,122

売上債権の増減額（△は増加） △454,468 342,284

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,120 △87,336

仕入債務の増減額（△は減少） 22,465 △4,975

未払金の増減額（△は減少） △421,478 △268,584

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,907 138,854

その他 △40,680 95,058

小計 1,426,207 2,932,389

利息及び配当金の受取額 62,361 69,403

賃貸料の受取額 5,451 5,087

法人税等の支払額 △673,114 △818,186

営業活動によるキャッシュ・フロー 820,905 2,188,694

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,700,000 △2,100,000

定期預金の払戻による収入 1,700,000 1,900,000

有価証券の償還による収入 500,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,389,183 △518,075

無形固定資産の取得による支出 － △8,555

投資有価証券の売却による収入 42,645 －

その他 △1,881 258

投資活動によるキャッシュ・フロー △848,418 △726,372

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △3,593 △3,367

自己株式の売却による収入 356 394,130

配当金の支払額 △624,747 △706,607

財務活動によるキャッシュ・フロー △627,984 △315,844

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △655,497 1,146,477

現金及び現金同等物の期首残高 5,034,808 4,379,310

現金及び現金同等物の期末残高 ※1
 4,379,310

※1
 5,525,788
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【重要な会計方針】

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券

　　　　償却原価法（定額法）

 

　　　その他有価証券

　　　　・時価のあるもの

　　　　　　事業年度末日の市場価格等に基づく時価法
(評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　──────

 

 

　　　その他有価証券

　　　　・時価のあるもの

　　　　　　同左
 

　　　　・時価のないもの
　　　　　　移動平均法による原価法

　　　　・時価のないもの
　　　　　　同左

　 　

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　製品・仕掛品…総平均法による原価法

　　　原材料…移動平均法による原価法
　

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　製品・仕掛品…総平均法による原価法
(貸借対照表価額については収益
性の低下に基づく簿価切下げの方
法)

　　　原材料…移動平均法による原価法

　 (貸借対照表価額については収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法)

(会計方針の変更)
　当事業年度より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」
(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準
第９号)を適用し、棚卸資産の評価基準および評価方法を
変更しております。 
　なお、これに伴う当事業年度における営業利益、経常利
益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。

３　固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産…定率法

ただし、平成10年４月１日以降に
取得した建物(建物附属設備を除
く)については、定額法によってお
ります。
なお、主な耐用年数は以下の通り
であります。

建物および構築物 ３～50年

機械装置 　　７年

工具器具備品 ２～20年

３　固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産…定率法
ただし、平成10年４月１日以降に
取得した建物(建物附属設備を除
く)については、定額法によってお
ります。
なお、主な耐用年数は以下の通り
であります。

建物および構築物 ３～50年

機械及び装置 　　８年

工具、器具及び備品 ２～20年

(会計方針の変更)
　法人税法の改正((所得税法等の一部を改正する法律　平
成19年３月30日　法律第６号)および(法人税法施行令の
一部を改正する政令　平成19年３月30日　政令第83号))に
伴い、当事業年度から、平成19年４月１日以降に取得した
ものについては、改正後の法人税法に基づく方法に変更
しております。
　なお、これに伴い、営業利益、経常利益、税引前当期純利
益がそれぞれ23,345千円減少しております。

　(追加情報)
　法人税法の改正に伴い、当事業年度から、平成19年３月
31日以前に取得したものについては、改正前の法人税法
に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％に
到達した期間の翌事業年度より、取得価額の５％相当額
と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却し、減価
償却費に含めて計上しております。
　なお、これに伴う、営業利益、経常利益、税引前当期純利
益に与える影響額は軽微であります。
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　 前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

　　　無形固定資産…定額法

ただし、ソフトウェア(自社利用
分)については、社内における利用
可能期間(５年)に基づく定額法。
 
──────

 

４　引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　　　　一般債権

　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒実績率

法により計上しております。

　　　無形固定資産…定額法

ただし、ソフトウエア(自社利用
分)については、社内における利用
可能期間(５年)に基づく定額法。 
 

４　繰延資産の処理方法

株式交付費
　支出時に全額費用として処理しております。
 

５　引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　　　　一般債権

　　　　　同左

　　　　破産更生債権等

　　　　個別に回収可能性を評価し、回収不能見込額を計上

しております。

　　　　破産更生債権等

　　　　　同左

　(2) 返品調整引当金

　　　　返品による損失に備えるため、法人税法の規定に基

づく限度相当額を計上しております。

　(2) 返品調整引当金

　　　　　同左

　(3) 販売促進引当金

　　　　販売した製品について実施した販売奨励策に伴う販

売促進費の支出に備えるため、小売店への納入

額に対し過去の支払実績率を乗じた額を計上し

ております。

　(3) 販売促進引当金

　　　　　同左

　(4) 賞与引当金

　　　　従業員に対する賞与の支給にあてるためのものであ

り、支給見込額基準により計上しております。

　(4) 賞与引当金

　　　　　同左

　(5) 役員賞与引当金

　　　　役員に対する賞与の支給にあてるためのものであ

り、支給見込額に基づき、当事業年度負担額を計

上しております。

　(5) 役員賞与引当金

　　　　　同左

 

　(6) 退職給付引当金

　　　　従業員の退職給付に備えるため、当期末における退

職給付債務に基づき計上しております。

　(6) 退職給付引当金

　　　　　同左

　(7) 役員退職慰労引当金

　　　　役員退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく

期末要支給額を計上しております。

　(7) 役員退職慰労引当金

　　　　　同左

　 　

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現

金同等物)は、手許現金・随時引出し可能な預金から

なっております。

６　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　　　同左

　 　

６　その他財務諸表作成のための重要な事項

　　　消費税等の会計処理

　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式に

よっております。

７　その他財務諸表作成のための重要な事項

　　　消費税等の会計処理

　　　　　同左
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【会計方針の変更】

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

――― （リース取引に関する会計基準等）

当事業年度より、平成19年3月30日改正の「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準委員会　企業会計基準第

13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準委員会　企業会計基準適用指針第16号)を

適用しております。 

　なお、これに伴う当事業年度における営業利益、経常利

益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。 

　

　

【注記事項】

(貸借対照表関係)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

―――

 

―――

 

　

(損益計算書関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

※１　他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

 

販売費及び一般管理費(販売促進費)6,103千円

営業外費用(仕掛品廃棄損) 1,308千円

研究開発費 636千円

合計 8,048千円

 

※１　他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

 

販売費及び一般管理費(販売促進費)2,945千円

営業外費用(仕掛品廃棄損) 212千円

合計 3,158千円

 

※２　一般管理費及び当期製造費用に

含まれる研究開発費

　

234,103千円

　

※２　一般管理費及び当期製造費用に

含まれる研究開発費

　

291,622千円

　

――― ※３　主要株主株式短期売買利益返還益

　金融商品取引法第164条第1項の規定に基づき、主要株主

が当社株式の短期売買により得た利益に対して返還請求

を行ったものであります。
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(株主資本等変動計算書関係)

　

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 12,154,000 ─ ─ 12,154,000

　
　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 455,454 1,133 115 456,472

　
（変動事由の概要）
　増加数の主な内訳は、次の通りであります。
　　単元未満株式の買取による増加　　　　　 1,133株

　
　減少数の主な内訳は、次の通りであります。
　　単元未満株式の買増請求による減少　　　　 115株

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年5月22日
取締役会

普通株式 421,147 36 平成19年3月31日 平成19年6月29日

平成19年11月20日
取締役会

普通株式 204,718 17.50平成19年9月30日 平成19年12月10日

　

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月14日
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

403,56434.50平成20年3月31日 平成20年6月27日
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当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 12,154,000 ─ ─ 12,154,000

　
　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 456,472 1,714 250,235 207,951

　
（変動事由の概要）
　増加数の主な内訳は、次の通りであります。
　　単元未満株式の買取による増加　　　 　　 　1,714株

　
　減少数の主な内訳は、次の通りであります。
　　売出しによる自己株式の処分による減少　　250,000株
　　単元未満株式の買増請求による減少　　　　 　 235株

　

　
３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　
　
４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年5月14日
取締役会

普通株式 403,564 34.50平成20年3月31日 平成20年6月27日

平成20年10月28日
取締役会

普通株式 304,116 26 平成20年9月30日 平成20年12月10日

　

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年５月14日
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

453,949 38平成21年3月31日 平成21年6月26日
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(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に　
　掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,279,310千円

預入期間が３ヵ月を超える
定期預金

△900,000千円

現金及び現金同等物 4,379,310千円

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に　
　掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,625,788千円

預入期間が３ヵ月を超える
定期預金

△1,100,000千円

現金及び現金同等物 5,525,788千円

　 　

２　重要な非資金取引の内容

　　　該当事項はありません。

２　重要な非資金取引の内容

　　　同左

　

　

(リース取引関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

　オペレーティングリース取引　
　未経過リース料

1年以内 2,225千円

１年超 6,860千円

合計 9,086千円

　オペレーティングリース取引　 
　未経過リース料

1年以内 3,357千円

１年超 8,317千円

合計 11,675千円

　

　

(有価証券関係)

前事業年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)
　
(1) その他有価証券で時価のあるもの

区分 種類
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 547,171 2,370,141 1,822,969

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 547,171 2,370,141 1,822,969

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1) 株式 ─ ─ ─

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 ─ ─ ─

合計 547,171 2,370,141 1,822,969

(注)　当該株式の減損処理にあたっては、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に、回復する見込みのないほど

著しい下落があったものとみなして、減損処理を適用することとしております。

　

(2) 当事業年度中に売却したその他有価証券

売却額(千円) 売却益の合計額(千円) 売却損の合計額(千円)

42,645 26,339 ─

　

(3) 時価評価されていない主な有価証券

区分 貸借対照表計上額(千円)

その他有価証券 　

非上場株式 1,645
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当事業年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)
　
(1) その他有価証券で時価のあるもの

区分 種類
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

(1) 株式 499,614 1,578,705 1,079,091

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 499,614 1,578,705 1,079,091

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1) 株式 47,557 37,556 △10,001

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 47,557 37,556 △10,001

合計 547,171 1,616,262 1,069,090

(注)　当該株式の減損処理にあたっては、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に、回復する見込みのないほど

著しい下落があったものとみなして、減損処理を適用することとしております。

　

(2) 時価評価されていない主な有価証券

区分 貸借対照表計上額(千円)

その他有価証券 　

非上場株式 1,645

　

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

デリバティブ取引を全く行なっておりませんので該当事

項はありません。
同左

　

　

(退職給付関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

　　当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用し

ております。

１　採用している退職給付制度の概要

　　当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用し

ております。

２　退職給付債務に関する事項

退職給付債務 220,610千円

退職給付引当金 220,610千円

２　退職給付債務に関する事項

退職給付債務 224,399千円

退職給付引当金 224,399千円

３　退職給付費用に関する事項

退職給付費用 34,501千円

３　退職給付費用に関する事項

退職給付費用 27,859千円

４　退職給付債務の計算基礎

　　簡便法のうち、退職給付に係る期末自己都合要支給額
を退職給付債務とする方法を採用しております。

４　退職給付債務の計算基礎

　　簡便法のうち、退職給付に係る期末自己都合要支給額
を退職給付債務とする方法を採用しております。
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(ストック・オプション等関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

該当事項はありません。 同左

　

　

(税効果会計関係)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産 　

未払事業税 35,608千円

賞与引当金 72,525千円

退職給付引当金 90,450千円

役員退職慰労引当金 93,728千円

投資有価証券評価損 71,770千円

販売促進引当金 27,880千円

その他 2,888千円

繰延税金資産合計 394,851千円

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別
の内訳

繰延税金資産 　

未払事業税 45,806千円

賞与引当金 73,272千円

役員賞与引当金 28,700千円

退職給付引当金 92,003千円

役員退職慰労引当金 93,319千円

投資有価証券評価損 71,770千円

販売促進引当金 28,290千円

その他 14,309千円

繰延税金資産合計 447,472千円

　 　
　

繰延税金負債 　

建物圧縮積立金 △31,276千円

土地圧縮積立金 △701,282千円

有価証券評価差額 △747,417千円

繰延税金負債合計 △1,479,977千円

繰延税金資産純額 △1,085,125千円

　

繰延税金負債 　

建物圧縮積立金 △29,806千円

土地圧縮積立金 △701,282千円

有価証券評価差額 △438,327千円

繰延税金負債合計 △1,169,415千円

繰延税金資産純額 △721,943千円

　 　

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担
率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担
率との差異の原因となった主な項目別の内訳

　　　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担
率との間の差異が法定実効税率の百分の五以下であ
るため注記を省略しております。

　 　
法定実効税率 41.0％
　 　

（調整） 　

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4％

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.6％

住民税均等割等 0.3％

試験研究費特別控除 △1.4％

その他 △1.5％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 38.2％
　

　

　

(持分法損益等)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

関連会社がありませんので、該当事項はありません。 同左
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

　
１　親会社及び法人主要株主等

属性 会社等の名称 住所
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上
の関係

法人
主要株主

武田薬品工業
株式会社

大阪市
中央区

63,540,977
医薬品等の
製造・売買

 直接所有
0.04

(直接被所有)
10.42

なし
当社製品の
一手販売

医薬品等の
販売

8,407,039売掛金 3,927,624

(注)　取引金額については、消費税等を含んでおらず、期末残高には消費税等が含まれております。
　

取引条件及び取引条件の決定方針等
　製品の販売については、同社からの注文により納品し、価格等については、売買契約書において
決めております。
　
２　役員及び個人主要株主等

該当事項はありません。

　
３　子会社等

該当事項はありません。

　
４　兄弟会社等

該当事項はありません。

　

当事業年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

　

１　関連当事者との取引

(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

主要株主
武田薬品工業

株式会社

大阪市

中央区

63,540,977

医薬品等の

製造・売買

直接所有
0.04

(直接被所有)
10.20

当社製品の

一手販売

医薬品等の

販売

8,302,228売掛金 3,545,216

(注)　取引金額については、消費税等を含んでおらず、期末残高には消費税等が含まれております。
　
取引条件及び取引条件の決定方針等
　製品の販売については、同社からの注文により納品し、価格等については、売買契約書において 
決めております。
　
(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　　該当事項はありません。

　
(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

　　該当事項はありません。

　
(4) 財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主(個人の場合に限る)等

　　該当事項はありません。
　
　

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

大正製薬株式会社（東京証券取引所に上場）

　
(2) 重要な関連会社の要約財務情報

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

該当事項はありません。 同左

　

　

(１株当たり情報)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

　

１株当たり純資産額 1,362円92銭

　

１株当たり純資産額 1,386円27銭
　

１株当たり当期純利益金額 93円94銭

　

１株当たり当期純利益金額 117円72銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)　算定上の基礎

１　１株当たり純資産額

　

　
前事業年度

(平成20年３月31日)
当事業年度

(平成21年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 15,942,833 16,560,500

普通株式に係る純資産額(千円) 15,942,833 16,560,500

普通株式の発行済株式数(千株) 12,154 12,154

普通株式の自己株式数(千株) 456 207

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(千株)

11,697 11,946

　

２　１株当たり当期純利益金額

　

　
前事業年度

(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

当期純利益(千円) 1,098,883 1,379,374

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,098,883 1,379,374

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,698 11,717

　

　

(重要な後発事象)

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

当事業年度
(自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日)

該当事項はありません。 同左
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

　

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

(投資有価証券) 　 　

その他有価証券 　 　

武田薬品工業㈱ 300,000 1,020,000

関西電力㈱ 80,085 171,381

㈱メディセオ・パルタック 
ホールディングス

111,760 117,459

㈱三井住友 
フィナンシャルグループ

24,831 84,673

㈱りそなホールディングス 57,434 75,238

大阪瓦斯㈱ 156,623 48,239

㈱三菱ＵＦＪ 
フィナンシャル・グループ

78,900 37,556

東京瓦斯㈱ 66,809 23,049

東京電力㈱ 6,245 15,362

中央三井トラスト・
ホールディングス㈱

42,542 12,762

その他６銘柄 54,903 12,182

計 ─ 1,617,907

　

EDINET提出書類

ビオフェルミン製薬株式会社(E00960)

有価証券報告書

43/52



【有形固定資産等明細表】
　

資産の種類
前期末残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却
累計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

建物 5,483,4601,377 ─ 5,484,8372,513,128296,2502,971,709

構築物 242,081 ─ ─ 242,081127,35322,648114,727

機械及び装置 4,154,523220,204101,5194,273,2083,669,654172,775603,554

車両運搬具 5,710 ─ ─ 5,710 5,085 870 624

工具、器具及び備品 433,30235,8939,297459,898360,37747,59699,520

土地 3,253,750─ ─ 3,253,750 ─ ─ 3,253,750

建設仮勘定 39,220492,888122,470409,638 ─ ─ 409,638

有形固定資産計 13,612,048750,363233,28714,129,1256,675,599540,1407,453,525

無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　

特許権 4,682 ─ 1,302 3,379 2,236 396 1,143

商標権 14,052 ─ ─ 14,052 9,503 1,405 4,549

ソフトウエア 8,261 8,555 4,897 11,919 3,504 1,654 8,414

水道施設利用権 4,500 ─ ─ 4,500 3,885 297 614

電話加入権 0 ─ ─ 0 ─ ─ 0

無形固定資産計 31,4968,555 6,199 33,852 19,1303,753 14,721

　

(注）１　当期増加額のうち主なものは以下のとおりであります。

　　機械及び装置 パッキンキャッパー機 96,000千円

　 4000L培養タンク工程管理システム 34,300千円

　 培養タンク調整槽 28,000千円

　 噴霧乾燥機改修 24,500千円

　 PTP充填機 16,891千円

　 ジャイロシフター 10,500千円

　　建設仮勘定 包装ライン機器新設に伴う改修工事 179,200千円

　 PTP充填包装ライン製造機器 173,300千円

　 包装ライン機器新設電気工事 19,420千円

　 無人搬送システム増設改造費 17,500千円

　 タンパーシール機 14,200千円

　　工具、器具及び備品 乳酸菌ゲノム完全解読機器 23,330千円

　

２　当期減少額のうち主なものは以下のとおりであります。

　　機械及び装置 パッキンキャッパー機 87,781千円

　　建設仮勘定 4000L培養タンク工程管理システム 22,880千円

　 噴霧乾燥機改修 16,340千円
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【社債明細表】

該当事項はありません。

　

【借入金等明細表】

該当事項はありません。

　

【引当金明細表】

　

区分
前期末残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

貸倒引当金 694 ─ ─ ─ 694

返品調整引当金 12,000 9,200 ─ 12,000 9,200

販売促進引当金 68,000 69,000 68,000 ─ 69,000

賞与引当金 176,890 178,712 176,890 ─ 178,712

役員賞与引当金 60,000 70,000 60,000 ─ 70,000

役員退職慰労引当金 228,605 16,810 17,806 ─ 227,608

(注)　返品調整引当金の当期減少額（その他）は、税法の規定に基づく洗替えによるものであります。
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

種類 金額(千円)

現金 798

預金 　

当座預金 293,273

普通預金 3,124,416

通知預金 2,107,300

定期預金 1,100,000

合計 6,625,788

　

②　売掛金

(イ)相手先内訳

相手先名 金額(千円)

武田薬品工業㈱ 3,545,216

キリンフードテック㈱ 72,532

シェリングプラウ・アニマルヘルス㈱ 5,672

合計 3,623,420

（注）キリンフードテック株式会社は、平成21年４月１日付でキリン協和フーズ株式会社に商号変更しております。

　

(ロ)売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

前期繰越高
(千円)
(Ａ)

当期発生高
(千円)
(Ｂ)

当期回収高
(千円)
(Ｃ)

次期繰越高
(千円)
(Ｄ)

回収並びに滞留状況

回収率
(％)

＝
(Ｃ)

×100
(Ａ)＋(Ｂ)

滞留期間
(ヶ月)

＝(Ｄ)÷
(Ｂ)
12

3,965,7058,966,0699,308,3533,623,420 71.9 4.8

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用していますが、上記当期発生高には消費税等が含まれております。

　

③　製品

摘要 金額(千円) 摘要 金額(千円)

新ビオフェルミンＳ 63,648ビオフェルミン便秘薬 4,795

ビオフェルミンＲ 39,225動物用ビオフェルミン 4,158

ビオフェルミン 20,752乳酸菌バルク 3,989

ビオフェルミン錠剤 18,648ビオフェルミン下痢止め 3,588

ビオフェルミン止瀉薬 8,319ビオフェルミンＶＣ 1,753

ビオフェルミン 
健胃消化薬錠

7,452ビオスミン 1,133

合計 　 177,467
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④　仕掛品

摘要 金額(千円) 摘要 金額(千円)

乳酸菌原末 38,625その他 55,594

合計 　 94,220

　

⑤　原材料及び貯蔵品

摘要 金額(千円) 摘要 金額(千円)

原料 24,126製造機械部品 23,017

包装・梱包材料 27,525その他 3,658

合計 　 78,328

　

⑥　買掛金

相手先 金額(千円) 相手先 金額(千円)

武田薬品工業㈱ 9,265大和特殊硝子㈱ 3,676

東海東洋アルミ販売㈱ 7,907渡辺ケミカル㈱ 2,719

松谷化学工業㈱ 6,520久金属工業㈱ 2,499

商業印刷紙器㈱ 3,876その他 5,110

合計 　 41,576

　

⑦　未払金

摘要 金額(千円) 摘要 金額(千円)

宣伝広告費 707,181事業所税の未納付額 12,388

固定資産 109,818未払消費税 138,854

社会保険料 22,339その他 47,053

合計 　 1,037,635

　

　

(3) 【その他】

当事業年度における各四半期会計期間に係る売上高等

　 　 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

　 　 （自 平成20年４月１日 （自 平成20年７月１日 （自 平成20年10月１日 （自 平成21年１月１日

　 　 　至 平成20年６月30日） 　至 平成20年９月30日） 　至 平成20年12月31日） 　至 平成21年３月31日）

売上高 (千円) 2,196,642 2,213,065 2,209,536 1,919,868

税引前
四半期純利益金額

(千円) 567,029 675,321 608,275 384,655

四半期純利益金額 (千円) 334,029 398,321 359,275 287,747

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 28.56 34.05 30.72 24.42
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ９月30日、３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取・買増 　

取扱場所
大阪市中央区北浜二丁目４番６号
株式会社だいこう証券ビジネス　本社証券代行部

株主名簿管理人
大阪市中央区北浜二丁目４番６号
株式会社だいこう証券ビジネス

取次所 ―

買取・買増手数料 無料

公告掲載方法

当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由によっ

て電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行

う。

なお、電子公告は当会社のホームページに掲載しており、そのアドレスは次のとお

りです。

　http://www.biofermin.co.jp/ir/koukoku/index.html

株主に対する特典 なし
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第７ 【提出会社の参考情報】

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

　

　

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　

(1)
　
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
 

(第122期)
 

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

　
平成20年６月26日
近畿財務局長に提出

　 　 　 　 　 　 　

(2)
 
有価証券報告書の
訂正報告書

平成20年6月26日提出の有価証券報告書の訂正報
告書であります。

　
平成20年６月27日
近畿財務局長に提出

　 　
平成20年6月26日提出の有価証券報告書の訂正報
告書であります。

　
平成20年８月７日
近畿財務局長に提出

　 　 平成19年6月28日提出の有価証券報告書の訂正報
告書であります。

　 平成21年２月26日 
近畿財務局長に提出

　 　 平成20年6月26日提出の有価証券報告書の訂正報
告書であります。 　 平成21年２月26日 近畿財務局長に提出

　 　 　 　 　 　 　
(3)

 

有価証券報告書の
訂正報告書の訂正
報告書

平成20年6月27日提出の有価証券報告書の訂正報
告書の訂正報告書であります。
 

　
平成20年７月８日
近畿財務局長に提出
 

　 　 　 　 　 　 　
　

(4)
 
四半期報告書及び
四半期報告書の確認書

　
(第123期第１四半期)
 

自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

　
平成20年８月７日
近畿財務局長に提出

　 　 　
(第123期第２四半期)
 

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

　
平成20年11月12日
近畿財務局長に提出

　 　 　
(第123期第３四半期)
 

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

　
平成21年２月12日
近畿財務局長に提出

　 　 　 　 　 　 　
(5)

 

四半期報告書の訂正報告
書及び四半期報告書の訂
正報告書の確認書

　
平成20年８月７日提出の第123期第１四半期に係
る四半期報告書の訂正報告書であります。
 

　
平成21年２月26日 
近畿財務局長に提出
 

　
　 　

平成20年11月12日提出の第123期第２四半期に係
る四半期報告書の訂正報告書であります。

　 平成21年２月26日 近畿財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
　

　

平成20年６月５日

ビオフェルミン製薬株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士　　　井　堂　信　純　　印

　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士　　　柳　　　承　煥　　印　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられているビオフェルミン製薬株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第122期事業

年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び

附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、ビオフェルミン製薬株式会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　

以　上

　

  (※)１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

 　　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
　

　
平成21年６月25日

ビオフェルミン製薬株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　　井　堂　信　純　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　　柳　　　承　煥　　印　　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　　坂　井　浩　史　　印　　

　

＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられているビオフェルミン製薬株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第123期事業

年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び

附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、ビオフェルミン製薬株式会社の平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、ビオフェルミン製

薬株式会社の平成21年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整

備及び運用並びに内部統制報告書を作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内

部統制報告書に対する意見を表明することにある。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記

載を完全には防止又は発見することができない可能性がある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠

して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な

虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として行わ

れ、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含め全体

としての内部統制報告書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果として意見

表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、ビオフェルミン製薬株式会社が平成21年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効で

あると表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部

統制の評価の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表

示しているものと認める。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
  (※)１　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

 　　２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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